第４７回全国聾学校卓球大会 福島大会

No.1

第５６回全国聾学校卓球大会　愛知大会
　　【諸連絡及び注意事項】
1 提出書類等について

（1） 御提出いただく各申込書等〔様式１～７〕につきましては、楷書でわかりやすく御記入ください。また、フリガナの必要な箇所につきましては、忘れずに御記入ください。

（2） 申込締切日は９月１７日（火）厳守ですが、事務処理の都合上、なるべく早く発送していただければ幸いです。

（3） 「参加申込書〔様式１〕」は、下の愛知県立一宮聾学校ホームページよりダウンロードし、必要事項を入力の上メール送信してください。また、同一文書をプリント･アウトし所属長印を押印して事務局宛に郵送してください。（ＦＡＸ不可）
ホームページ：http://www.ichinomiya-sd.aichi-c.ed.jp/
メールアドレス：sek-adm@ichinomiya-sd.aichi-c.ed.jp
（4） 参加料の振込先は「参加料の納入について（ご案内）」をご覧ください。納入締め切りは参加申込書と同様９月１７日（火）厳守です。
2 宿泊及び弁当の申し込みについて

（1） 本大会の宿泊・弁当につきましては「名鉄観光サービス株式会社一宮支店」が担当いたします。

（2） 「宿泊・弁当申込書〔様式Ａ、Ｂ〕」を参加申込書同様、ホームページよりダウンロードし、必要事項をご記入の上、「名鉄観光サービス株式会社一宮支店」に電子メールにてお申し込みください。申込締め切りは９月２０日（金）厳守です。（郵送・ＦＡＸ不可）
（3） 宿泊施設は、指定旅行代理店が一宮駅周辺と岐阜駅周辺を中心に確保しています。

（４） 本大会ではシャトルバス（３日間利用：1,500円／人）を用意しております。シャトルバスの運行
は、２コース（『一宮駅 ⇔ 一宮市総合体育館』・『岐阜駅 ⇔ 一宮市総合体育館』）予定をしてい
ます。宿泊及び弁当の希望がない場合でも、シャトルバスの利用を希望される場合は、〔様式Ａ〕
に必要事項を記入してお申し込みください。

※シャトルバスの運行計画

	１５日（金）
	「一宮市総合体育館行き」は、一宮駅発のみの運行となります。
開会式終了後は、「一宮駅コース」と「岐阜駅コース」の２コースに分けて
運行します。

	１６日（土）
	「一宮駅　⇔　一宮市総合体育館」と「岐阜駅　⇔　一宮市総合体育館」の

２コースで運行します。

	１７日（日）
	「一宮市総合体育館行き」は、一宮駅発と岐阜駅発の２コースで運行します。
閉会式後は、「一宮駅行き」のみの運行となります。


　　利用料金をお支払いいただいた大会関係者につきましては、終日自由にご利用できます。
バスの発着時間や降乗車場所等の詳細につきましては、改めて御連絡いたします。
（５） 駐車場は一宮市総合体育館に５００台程度ありますが、一般利用の方も御利用されます。また、
バスで来県予定のチームは、宿泊先を決める前に、あらかじめ事務局までご一報ください。
3 試合について

（1） 本大会の試合球は、TSP・ニッタク・バタフライ公認球ホワイト40mm（プラスチックボール）　とします。

（2） ユニフォームは団体戦の際は、同一チーム選手のユニフォームは色・デザインを統一してください。＜別紙資料参照＞＊連合チームのユニフォームについては別紙資料を参照してください。
（3） ゼッケンは本大会で指定したもの、あるいは（公財）日本卓球協会のものを使用してください。
（4） アドバイザーのベンチ入りについて
＊アドバイザーは１名とし、アドバイザーの資格は大会申込時にエントリーされた当該校の監督・コーチ及び選手に限る。
＊アドバイザー（１名）は、試合開始時に選手と共に入場する。但し、他のコートでアドバイスしていた場合は、試合中にベンチに入ることが出来る。また、試合途中でコートを離れた場合でも、そのコートに復帰することができる。
　（注）　上記、太字（下線）部分については、限られた引率者のもと、できるだけ多くの選手

にアドバイスできることを目的としたものです。アドバイザーがコートを離れて、他の

関係者よりアドバイスを受け、再びそのコートに復帰するなどの行為はやめてください。
アドバイザーの手話通訳者について

＊大会申込時に手話通訳申請を済ませたアドバイザーには監督会議時に主管校が決めた手話通訳者を割り当てる。
＊手話通訳者はビブスを着用する。

＊本部が認めた手話通訳者は、ベンチの後ろに待機し、アドバイザーのアドバイスの内容を伝える事のみ認める。
＊手話通訳を希望される方は、「競技中の手話通訳申込書〔様式５〕」に必要事項を御記入の上、
　参加申込書と共に御返送ください。
（5） オーダー交換所について　　　
＊本大会ではメインアリーナ内で一斉に行います。各校、所定の時間にお集まりください。
＊２試合目以降も両監督立ちあいのもとオーダー交換所にて交換いたします。
4 前日練習並びに大会期間中の練習について

（1） 大会前日の練習につきましては「前日練習申込書〔様式３〕」に希望の有無を御記入ください。

（2） 大会期間中、練習台の割り振りについては、事務局で決定させていただきます。

（3） １１月１６日(土)・１７日（日）の練習会場は、サブアリーナになります。ただし、台数に限りがありますので、譲り合って御使用ください。
（4） サブアリーナの一部スペースを利用して、交流戦の実施を予定しております。詳細につきましては、二次案内にて御連絡・御案内いたします。
5 監督会議について

（1） 監督会議は、大会会場内「多目的室」にて行います。詳細は二次案内で御連絡・御案内いたします。
（2） 手話通訳を希望される方は、「監督会議手話通訳申込書〔様式４〕」に必要事項を御記入の上、参加申込書と共に御返送ください。
6 競技場について

（1） 体育館のアリーナ等は、必ず上履きに履き替えてください。
（2） 競技中は、フラッシュを用いた写真撮影は厳禁です。応援の保護者にも事前に周知するなど、御協力をお願いします。
7 救急指定病院

国井病院、宮田クリニック、藤クリニック、休日・夜間急病診療所等を予定しています。詳細につきましては、二次案内にて御連絡・御案内いたします。
8 その他

（1） 個人情報および肖像権に関わる取り扱いに関しては、「第56回全国聾学校卓球大会愛知大会における個人情報及び肖像権に関わる取り扱いについて」を熟読いただき、配慮を要する生徒については申請書〔様式６〕を提出してください。
当該生徒については、当日競技に影響がないよう柔らかく剥がれにくいピンク又は黄色のテープを肩付近に貼らせていただきます。なお、テープは、当日受付にてお渡しします。

（2） 開会式および閉会式では、校旗・ポールは使用いたしません。
（3） 観客席やギャラリーなどに応援旗などを掲示する場合、縦長のものは避けて御準備ください。（（公財）日本卓球協会のルールにより、認められておりません。）また、ルール上、大きさの規格がありますので、今後作製される場合は、ルールに合った規格になりますよう御留意ください。現在所有している応援幕等は当面は使用できますが、今後の対応につきましては全国聾学校体育連盟の指示に従いますようお願いいたします。掲揚場所は各スタンドの最上階フェンスとなります。
詳しくは、下記を御参照ください。（日本卓球ルールブック2019（平成31年度版）より抜粋）
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（４）　スムーズな大会運営ができるように準備を進めていますが、不備な点も多々あるかと思います。
お気づきの点がありましたら、御連絡ください。

2.2.6.1  　　幕、旗の掲示


2.2.6.1　　　競技場内に掲げるチームの幕・旗の寸法は下記の通りとする。


2.2.6.1.1　　幕はタテ１ｍ×ヨコ４ｍを最大寸法とする横幕とし、文字の高さ 15cm以上25cm以内のクラブ名（卓球部名）を入れるものとする。記載内容には商品名等広告を目的とした文言を含んではならない。


2.2.6.1.2　　旗はタテ1.5ｍ×ヨコ２ｍ以内とし、校章･社章またはシンボルマークを中央に入れ、タテかヨコ表示のクラブ名（卓球部名）を入れるものとする。


2.2.6.1.3　　縦幕は原則として許可されない。また前項の旗を縦に長くして掲示することはできない。


2.2.6.1.4　　幕・旗の掲示はチームにおいて各１旗までとし、前もって会場責任者の許可を得、大会組織委員会が定める場所に掲示するものとする。


2.2.6.1.5 　 幕・旗の撤去については、大会組織委員会の判断とするが、原則として旗は大会最終日まで掲示できる。





（連絡先）第56回全国聾学校卓球大会愛知大会実行委員会事務局


〒491-0934愛知県一宮市大和町苅安賀字上西之杁30


（愛知県立一宮聾学校）


TEL:0586-45-6000　FAX:0586-43-4462


ホームページ：http://www.ichinomiya-sd.aichi-c.ed.jp/ 


E-Mail:sek-adm@ichinomiya-sd.aichi-c.ed.jp


（事務局）窪　進吾（くぼ　しんご）








